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1960年代か ら 1970年代の 子ども文庫運動の 再検討
＊

吉　田　右　子
＊ ＊

　本研究で は 上960年代 か ら 1970年代 の 子 ども文庫運動 を分析す る，、子 ど も 文庫活動は 子

ど もの 読書環境 の 向 ヒを願 う母親の 要求 を 出 発点と し，そ こ か ら派生 した 公共図書館設置

に か か わ る住民運 動 と して 1つ の ム
ー

ブ メ ン トとな っ た。文庫活動 は H 本独 自 の ユ ニ ーク

な文化運動 と して 発展 を続 け ，全 lt「に 3，000以 上 あ る 如車は わ が 国 の 児童図書サ
ービス の

重要な拠点 とな っ て い る 。 本研 究 で は 初期子 ど も文庫活動 に 3 つ の 時代区分 を与 え た上 で ，

文庫と公丿し図書館 の 関係 を整埋す る 。 そ して 先行研究が 図書館サ ービ ス の 存在 に拠 っ て 文

庫 を と らえ て きた こ と，さ ら に そ れ が 文庫研究の 範囲 を 限定 し て きた こ と を 指摘す る 。 さ

ら に コ ミュ ニ テ ィの 読書環境 を視野 に 人 れ た研究 を 進め て い くた め に 必 要な 要素を先行研

究 か ら抽 出 した n （1）既 存 の 読 書 運 動 と の 連続 ／ 断絶，（2｝ 右 井桃 壬 『子 ど も の 図書館』

の 影響，（3＞文庫を担 う母親の と ら えか た の 3 論点 が，今後の 文庫研 究 に お け る議論の 手

が か り と して 引 き出 され た．，
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1960年代 か ら 1970年代 に 子ど もを持 つ 母親が

＊
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中心 とな っ て 進め られた 子ど も文庫活動は，子 ど

もの 読書環境 の 向 ヒを願 う母親 の 要 求 と，そ こ か

ら派生 した 公共図書館設置 に かか わ る住民運動 と

して 1 つ の ム ーブ メ ン トを形成 した 。 現 在で も全

国に 3，000 以 ヒある文庫は わが 国 の 児童図書サ
ー一

ビ ス の 重要 な拠点 とな っ て い る 。 社会制度 と して

の 公共図書館が 1世紀以 トの 歴 史を持 つ 欧 米 と異

な り，日本の 読書空 間は 公共図書館を含む多 元的

な文化機関に よ っ て 構成 され て い る 。 そ の 中で も

子 ど も文庫は きわめ て 重 要 な役割 を担 っ て い る 。

本研究で は初期子 ど も文庫運動 の 社会運 動 として

の 特質に着 目 しつ つ 研究枠組 み の 拡張 を検討 し，

今後 の 子 ども文庫研究の 方向性 を提示す る 。

1．1 研究の対象

　本研究 の 研究 対 象は，主 と し て 1960 年代以 降

に設 置 された家庭文庫 ・地域文庫で あ る 。 家庭 文

庫 は 「個 人 の 篤志 家が 自宅 を開放 し ， 自己所有の

児童図書 を貸 し出す形態の 子 ど も文庫 1，地域 文

庫 は 「地域 の 自治会や 町 内会，1）
rl’
A ，有志 グ ル ー

プ などが組織的に 設置 し，運 営す る子 ど も文庫」

とそれ ぞ れ定義 され て い る
1：1
。 しか し実際に 文庫
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の 現場で は
， 両者の 区別 が困難で ある こ とが示唆

され て い る
2，

。 竹内は文庫 を 「（1）親 （た ち）が

地域 の構成員と い う立場で （2） 自分た ち の 時間，

労力，経験 ，知識，経 費を使 っ て （3）地域 の 子

ど もたちの ため に提供する読書環境」と定義 して

い る
！l
’
i

。本論で は竹内の 定義に 従 い 家庭文庫 ・地

域文庫の 両者の 総称 と して 子 ど も文庫 とい う用語

を用 い る 。

　子 ど も文庫の 数は 1980年代初頭 に ピー
ク を迎

えそ の 数 は 4，400以 上 に達 した
4）

。 少 子化の ため

減少傾向にある とは い え，現在，子 ども文庫の 数

は全国で 約 3
，
000以 ヒに の ぼ る と される

s，
。

1．2　子 ども文庫運動の 活動記 録と調査

　 文庫運動に かかわ る基礎資料と して，文庫活動

に携わ っ た関 係者に よ る 活動記録が 数多 く存在す

る 。児童文学者石井桃子が 自ら主宰するか つ ら文

庫の 実践記録 をまとめ た 『子 どもの 図書館』 （岩

波書店，1965年 ）は
， その 後の 子ど も文庫運 動

に 大 きな影響 を与 えた 。 ま た 『文 庫 を生 き る 』

（東村
．
山市 立図書館 ，1978年）な ど，当時の 文庫

運動 の 記録 も多数残 され て い る 。 さらに児童図書

サ
ービ ス に お い て 指導的役割 を果た して きた小河

内芳子，松 岡享子，広瀬恒子 らが 多数の著作を発

表 して い る 。

　文庫活動 の 全 国調査 と して は 「全国子 ども文庫

調査」 が ある
b’

。また財団法人東京子 ども図書館

で は，伊藤忠記念財団と の 共同プロ ジ ェ ク トと し

て ，「
』
子 ども BUNKQ プ ロ ジ ェ ク ト」が 3 ヵ 年計

画 で 進 め られ て きた。 こ の プ ロ ジ ェ ク トで は

1960年代 か ら文庫活動 を続 けて きた 全国 の 文庫

主宰者へ の イ ン タ ビ ュ
ー

調査を行 っ て い る
T）

。 ま

た 小 木曽眞が 名古屋 市内を研 究対象と して 精力的

に調査 を継続 して い る
S｝

。 図書館設 置運動に つ い

て も文庫活動 との 関連性や運動 の 歩み を記録 した

多数 の 文献が存在す る
91

。

L3　子 ども文庫運動 をと らえる視点

　文庫主宰者 や 全 国の 文庫の 実態調査 に か か わ っ

た関係者は ，文庫そ れ 自体 に焦点 をあ て て その 独

自性 を と らえ よ うとして きた
101

。

一・方 ， それ以 外

の 図書館関係者は 文庫を図書館サ
ービ ス の 分析枠

組み の なか で と らえ議論する こ とが多か っ た 。そ

こ で は 常に 図書館 と い うもの が 文庫 と対比的 に ，

ある い は文庫の 延長線上 に位置づ け られ て い た 。

だが私設 の 文庫が きわ め て短期間 に作 られ地域 に

根づ い たとい う事実，そ して子 ども文庫の誕生か

ら 40年 以上 経過 した現在 も全国 に 3，000以上 も

の 文庫が存在 して い る こ とを考える とき，子 ど も

文庫 を図書館 との 関係だけ で とらえ て い くこ とに

は限界がある の で は な い か
111

。

　日本で は公共図書館を含めた 多様な文化施設 や

文化活動が読書空間を構成して い る 。 子 ども文庫

自体を コ ミ ュ ニ テ ィの 読書空間 の 1つ と して 掘 り

下 げ て 分析する必要が ある 。

　本研究は 上記 の 問題意識に もとづ き， 既 存の 子

ど も文庫 の とらえ方が 限定された もの で あ っ た こ

とを指摘 し，初期の 子 ども文庫活動の 中か ら文庫

自体の 求心力を明らか に する た め の 手が か りを探

る 。 それは今後の 文庫研究の 分析ポ イ ン トとな る

もの で ある 。

2．初 期子ども文庫運動の歩み

　 こ こで は初期子 ども文庫運動を 3 つ の 時期，黎

明期，萌芽期 ，発展期 に 分け て 概観する 。 表 1は

初期子 ど も文庫運動お よ び同時代の 主要な事項 を

示 した略年表で あ り，表 2に全国 の 子 ど も文庫の

数の 変化 を示 して い る 。

　黎明期 の 文庫に は児童文学者が運営する家庭文

庫の 形式が多 くみ ら れ た 。1951年か ら 1958年に

か け て設 立された表 1の 4 つ の 文庫が中心 にな っ

て 1957年 に 結成 され た 「家庭文庫研究会」は
，

家庭 文庫の 連携 と子 どもの 読書に つ い て の共同研

究 を呼びか けた
12；

。

一・
方，1953年に児童図書館

の 調査研究を目的 とす る児童 図書館研究会が 設立

され ，児童図書サ
ー

ビス 全般に わ た るサ
ービ ス の

向上 を 目指 した 。

　1965年 に は 後に子 ども文庫運動 の 最 も影響力

の あ る テ キ ス トとなる 石井桃子 の 『子 どもの 図書

館』が刊 行 され た 。 同書の 刊行と前後 して各地 で

文庫活動が 始ま り， 1960年代半ばか ら 1970年 に

かけて 全国 に 広が っ た 。 また こ の 時期 に は 「中小

レ ポ
ー

ト」の 刊行，日野市立図書館開館な ど日本

の 公共図書館 の 発展 に とっ て 重要な出来事が 続 い

て い る 。
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表 1 子 ど も 文庫運動略史

年 子 ど も文庫 を め ぐる 動向

1951 道雄文庫 ラ イブ ラ リ
ー

開始 （村岡花了）

　1952L．广 一、尸．
　1953

ク ロ ーバ ー
∫
L
供図書館開始 （君1；lll・金森好 r．）　　　　　　　　　ゴ

児童図書館畊究会設立

　 2

黎

明

期

．1955 十屋 児童文 庫 開 始 Il十 屋 滋 了
．
）　　　　　　　　　　 ．．一一一一 一

1957 家庭文庫研 究会設 立
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヨ

1958 か つ ら文庫開始　（石井桃了
．
）　　　　　　　　　　　

1

1960 … 母 と f の 20分間読書運動開始 （椋鳩十）

上963　　 「中小都 市に お け る 公共図書館の 運営』「II行　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．．　　　　　　 萌
上965　　「子 ど もの 図書館』刊行　　　　　　　　　　　芽

　　 …　日 野市 ・乞図書館開館　　　　　　　　　　　　　1期

1967 日本親子読書セ ン タ
ー

設立 〔斎藤尚Z郵
円本子 ど もの 本研究会設立

1969 ね りま地域文唖読書サ
ー

ク ル 連絡会 設 立

（東京都練馬区｝

長流 文庫連絡会設 ・ン （束亰者1三調布市 ）

市 川市子 ど も会文庫担当者 連 絡会設立

（丁
齟
葉県市川市）

発

展

期

1970 『市民 の 図 書館」刊 行

親了読書地域文庫全国 連絡会設 立
　　　　　　 ．

表 2 　子 ど も文 庫数 の 変 化

r｛

数

1958601969160197026519742064
3．子 ども文庫と公 共図書館の位相

出典 ：全国子 ども文庫調 杏報 告書 ll995 年，　 P．9）

　発展期の 発端 とな っ た の は 1967年 に発足 した

凵本親子読書セ ン ターで ある。主宰者の 斎藤尚吾

は文庫運動 を全国的に広め る ため に 地道な活動 を

展開 した 。 機関誌 「親子読書運動』 に は全 国各地

の 読書グ ル
ープ や 文庫 の 様子 が紹介 され ，子 ど も

文庫運動 の 拠 り所 とな っ た 。 1970 年に は親子読

書地域 文庫全国連絡会が 発足 した 。 読書会を中心

とす る活動 と機 関 誌 『子 ども と読書』 （旧誌名

『親子読書』）が子 ど も文庫関係者の 交流 の 場 とな

り，全国 レ ベ ル で の 文庫活動の 推進 に大 きな役割

を果た した 。

　発展期に は個別に活動 して きた文庫が
， 連絡組

織 を通 じて 結び つ き共 に 文庫の あ り方 を探る よう

にな っ て い っ た 。 また 文庫運動は 徐々 に図書館設

置運動 へ と広が りを見せ は じめ ，1970年代 を迎

え て 本格的 な図書館設置運動が展開 された 。

　子 ど もを と りま く貧弱 な読書環境を打 ち破る た

め に まず 自らの 手で 文庫 とい う場所を確保 し
，

さ

ら に 公共図書館設 置へ 向けて の 取 り組み へ と段階

的 に運動 を続 けて きた文庫関係者の 働 きかけは，

今 R の 公 共図書館の あ り方に 強 い 影響 を与えた 。

　
一方，初期文庫運動か ら 40年以 上が 経過 し公

共図書館 サ
ー

ビ ス が 1960年代か ら飛躍的な発展

を遂 げ た に もか か わ らず文庫は そ の 役 目を終 え る

こ とな く， 日本独 自の 文化施設 と して そ の 活動 を

続け て い る 。 各地 に根づ い た文庫の 存在は ，文庫

を公共図書館 との 関 係の みか らで な く，コ ミ ュ ニ

テ ィ の 読 書：環境 を視野に 入 れ た よ り広 い 射
．
程か ら

と らえて い くべ きこ とを示唆 して い る 。

　 と こ ろ で ，子 ども文庫 と公共図誉館の 関係性 を

め ぐる 既存 の 議論を整理する と次 の よ うに なる ．、

（D 文庫は公 共図書館 の 業務 を肩代 わ りして い る 。

（2）文庫 と図書館 は 協同関係 にあ っ て 補完的 に機

能す る。（3）文庫 に は独 自の 機能が あ り，公共 図

書館の 代替物で はな い 。 先行研究は，子 ども文庫

N 工工
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の発展が わが 国の 公共図書館の 基盤 の 弱 さに起因

す る もの で あ っ た こ とを認 め つ つ も
， （2）お よ び

（3）の 見解 を支持 して きた 。 特 に （3）に つ い て

同 じ地域 の 図書館 は文庫 の 存在 を脅かす もの で は

な い こ とが実証的 に 明 らか に され て い る
13｝

。

　文庫の 独 自性 に つ い て は ，文庫運営者 （母親）

と利用者 （子 ど も）の 濃厚 な人間関係
t4：1

や図書

提供 に とど まらな い 娯楽 を含む幅広い 活動か ら説

明 され て きた。しか も個 々 の 文庫はすべ て 異な る

独 自の 活動 を展開 して い る 。 末廣が指摘する よ う

に 多様性 こ そ文庫 の 特黴 で あ り
15）
，その 多様性は

単 に活動 の 幅に とどまらず，設置 の 目的，活動理

念 とい っ た レベ ル に 及ぶ 。公共図書館 とは まっ た

く異な る運営理 念に よ っ て 子 ど も文庫 は成立 して

い る 。

　 い ずれ に して も先行研究 は図書館の 存在に 拠 っ

て子 ども文庫 を と らえ，口標 とす る に せ よ批 判す

るに せ よ常 に図書館 の 存在 を自明 と して 進め られ

て きた 。 そ うした立場か らい っ た ん離れ ，文庫 と

い う場所を コ ミュ ニ テ ィ の 読書空間 に あ っ て 独 自

の 位置 を占め るオ ル タナ テ ィ ブな 文化拠点 と認知

す る 見方を本研究で は提起 した い
。

コ ミ ュ ニ テ ィ

の 読書空 間はそ うした複数の 要素の 緊張関係 と し

て成 立して い る 。
コ ミュ ニ テ ィ全体 を視野 に人れ ，

両者の 不規則 な交渉関係 を見て い くこ とで
， 文庫

と公共 図吉館 の い ず れに対 して も新 しい 意味づ け

を与 える こ とが可 能に なる の である
16，
。まず取 り

組 むべ き作業は文庫そ れ 自体の 存在意義 を明 らか

に す る こ とで あ り，次章で そ の ため の 分析視角を

検討す る 。

4．初期子 ども文庫 をめ ぐる論点

　本章で は 公共図書館設置運動開始以前の 文庫の

オ リ ジナ リ テ ィ を明 確に す る た め に 手が か りとな

る 3 つ の 論点 （1）既存 の 読書運動 と の 連続／断

絶，（2）石井桃子 の 『子 ど もの 図書館』 の 影響，

（3）文庫 を担 っ た母親の とらえ方 を提示する 。

4．1　既存の 読書運動 との 連続／断絶

　 まず 1960年代か ら 1970年代 の 子 ども文庫 とそ

れ 以 前の 読書 を め ぐる 運動の 関係 を考え て み た

い
。 1951年 の 長野 県立 図書館 の PTA 母 親 文庫 ，

1955年以 降の 悪書追 放運動や ，1960年代の 「母

と子 の 20 分間読書」な ど 既存 の 読書運 動 は ，子

どもと本 の あ るべ き姿を追 求す る とい う基本理念

にお い て子 ど も文庫活動の 歴 史的 ・社会的背景 と

して とらえ られ て きた
］7）

。

　だが
．．一方で子 ども文庫活動は都市部 の 母親によ

っ て展開 され た新 しい タ イプ の 運動で ある こ とも

指摘 され て きた
ISII

。 文庫運動は顕在化 しは じめ た

多くの 社会運動の 高 ま りと重な っ て お り，文庫1舌
動 もそ うした時代の 影響 を濃 く受ける と同時に，

文庫活動 自体が同時代の 社会運動の 潮流を形作 っ

た 。 文庫運動は 日常生活に根ざした同時代の 社会

闘争 の 新 たな方法 と して 展 開さ れ て い た面 もあ

る
19｝

。

　 こ うした状況 を考慮する と，既存の 読書運動 を

一
括 して 子 ども文庫運動の 背景 として論 じる こ と

は，子 ども文庫の社会運動 と して の性格を瞹昧化

する危険性 を持 つ こ と に なる だろ う。 さら に 全 国

に 広が っ た文庫活動は都市部 ， 農村部 とい っ た単

なる 二 分法で は説明 しえな い 多様な状況 を呈 して

い た 。 全国各地 の コ ミュ ニ テ ィで 同時代 に 生 じた

子 ども文庫運動が
， そ れ ま で の 読書運動 とつ な が

りが あ っ た の か否か，つ なが りがあ っ た とすれ ば

そ れは具体的には どの ような もの だ っ た の か とい

う点に つ い て はまだ明ら か に なっ て い ない 部分が

多い
。 す なわ ち子 ども文庫 と既存の 読書運動の 連

続／ 断絶 の 問題 は，個別 の 状況 に踏み込 ん で 検証

しなければ ならない 課題 として残 されて い る。

4．2 石 井桃子 『子どもの図書館』の影響

　2 番 目 の 論点 は 1965年に 刊行 され た 「子 ど も

の 図書館」の 影響で あ る 。 同書は
， 児童文学者石

井桃子が 自宅に 開設 した 私設文庫の 活動記録で あ

る 。 多くの 母親が文庫活動をは じめる きっ かけを

つ くり文庫関係者に 読み 継が れ て きた
20）

。

　『子 ど もの 図書館』は，子 どもと本を結び つ け

る とい う行為が実際に どの ように行われ るの か を

詳細 に描 い た内容が支持 され，文庫作 りの 指針 と

な っ た 。 またそ の 影響力の 強さは同書へ の 批判を

生み 出す結果 ともな っ た。た とえば子 ども文庫 を

増や す こ とで は な く図書館 を増 や す こ とが重要で

ある との 石井の 主張は
2D
，初期 に は 公共図書館設

置運動 へ の 論拠 と して 支持 され て い た 。 しか しな
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が ら
一

定数の 公共図書館が設置され る ように なる

と，こ の 主張は文庫を図書館の 補完的施設 と して

み な して い ると い う理 由か ら批判され る こ とに な

る 。また石井が文庫をあ くまで も良書 の提供の 場

とし
， 文庫で の さ まざまな行事 を否定的にみ て い

る点に も批 判が寄せ られ た
22
’
，

c

　だがそ もそ も 『子 ど もの 図書館』 は石 井が 自ら

運営する個人的な文庫の 実践記 録であ り，文庫活

動の テ キ ス トとして書かれた もの で は ない
。 ヒ記

の 批判は
， 「子 ど も の 図書館』が私的 な活動記録

の 報告 とい う存在を越 えて 日本の 子ども文庫活動

の 実践 を先導し，結果的に は テキ ス トと して批判

され た とい うね じれを示 して い る
23：1

。

　実際に は初期の 子 ど も文庫活動が 『子 ど もの 図

書館』とい う優れ た実践記録 を模範 と した こ とは，

そ の 後の 子 ども文庫の あ りか た に きわめ て 重 要な

役割 を果たす こ と に な っ た。石 井は 1954年か ら

1955年に か け て欧米 の 児童 図書館員や 児童 図書

編集者 と交流 し児童図書館 を見学 して い る
Z41，

。 そ

して こ の 時の 体験がか つ ら文庫で の 実践へ と 移 さ

れ たか らで ある 。 翻訳者お よび編集者 と して 児童

図書出版に直接携 わ っ て い た石井に と っ て
， 子ど

もは ど ん な本 を好む の か と い う点が 最大 の 課題 で

あ り
， 文庫活動 はそれ を探 るた め の 試み で あっ た

と自ら記 して い る
25 ／

。児童図書の 選書に は細心の

注意が払われ，実際に選ば れた本が 子ど もた ち に

よ っ て どの ように 読まれた か と い う点に つ い て 石

井は実 に細か い 記録を取 っ て い る 。また欧 米諸国

の 翻訳図書 を提供 した ほ か
， 未邦訳の 児童図書 を

石井が翻訳 しなが ら読み聞かせ を行 っ て 子ど もた

ちの 反応 をみ る こ ともあ っ た。かつ ら 文庫 は児童

図書の 作 り手に よる児童図書サービ ス の 実験室で

あっ た の で ある 、，

　 初期の 文庫活動 の 指針 となる もの は 『子 ど もの

図書館』以外 に は ，他 の 文庫 の 活動 を除けばほ と

ん どなか っ た こ と もあ り，母親た ち の 多くは同書

を手 が か りに文庫活動 を行 っ て い くこ と に な っ

た
26）

。 そ し て か つ ら文庫 に 主 宰者石井 の 欧米で の

児童図書館 にかか わる経験が反映 され て い た こ と

に よ り， 初期 の 子 ども文 庫はか つ ら文庫 を通 じて

間接的に欧米 の 児童図書サ ービ ス を摂取す る こ と

に な っ た 。 児童文学者が 記 した私的な文庫の 記録

を
， 運動 の 担 い 手 とな っ た母 親たちは どの よ うに

受容 し
， 自らの 活動に投影 させ て い っ た の か とい

う点 に つ い て も詳細 な検証 が 必要で ある 。

4．3 母親の学び の場 と して の子ども文庫

　文庫 とい う場所が 単に児童図書の 提供の ため に

だ け存在して い た の で は な く， 他者 との コ ミ ュ ニ

ケ
ーシ ョ ン や 外部へ の 働 きか けを通 して母親が 成

長する 場所で あ っ た こ とは，すで に先行研究の 多

くが指摘 して い る
2Tl・

。 また 文庫活動 に 携わ る母親

た ちが市民 と して の 自覚を よ り明確に意識 し，自

らを取 り巻 く文化的環境に つ い て学習を深 めて い

っ た結果 として ，文庫運動は 市民運動 と して の 広

が りを持つ よ うに な っ た
2s’

。

　母親の 成長を指摘す る先行 文献の 記述 は，文庫

の 担 い 手 とな っ た母親 に焦点を当て て い る点で重

要 であ る と は い え，こ こ で の 母親の 姿は
， 「こ ど

もとよ い 本を結 び つ け 自ら を成長 させ る」と い う

モ デ ル に と どま っ て い る 。 「子 ど もへ の 良書 の 提

供」は確か に 文庫活動 の 基盤 を支える理念で ある 。

しか し こ の 運動 を支え る力 とな っ て い た の はそ う

した理念だ けで は な い だ ろ う。 初期 の 子ど も文庫

活動に関わ っ た母 親の 巾に は，文庫 をは じめる前

か ら社会に対する 強 い 問題意識 を持 ち， それ を子

ども文庫 とい う場で 主体的 に表現 して い っ た者が

少な くなか っ た の で ある
2Y！／

。

　 地域 で の 文化運動の 担 い 手の 主体形成に関 して

はすで に 吉村の 事例研究が あ る
：SO／

。
こ こ で は活動

の 担い 手が多様な問題 を抱えこ み つ つ も，こ れ ら

の 活動 とともに社会的意識 を養 い 市民 として 成長

して い る こ とが 検証 され て い る c しか し吉村の 場

合，視点はあ くまで も 「専業主婦 の 発達1 にi か

れそ こ に影響を与えた要因 と して文庫活動や親子

劇場 とい う地域活動が選ばれ て い る 。

．・
方，文庫

研究で は文庫に対 して 吉村が与 えた よ うな社会的

視点は抜け落ちて お り，記述の 力点は 日 々 の 活動

に置か れ ， 活動記録の 断片に 活動者の 主体形 成 に

関 して わ ずかな言及が み ら れ る の み で ある 。 了
・
ど

も
．
文庫運動 の 解明の ため に は，活動 主体の 社会的

意識 と口常実 践 を往復する よ うな分析視点が 必要

な の で あ る 。

　 さ らに重要なこ とは
， 母親の 社会意識の 芽生 え

が文庫 を媒介に して生起 した の か ，ある い は 最初

から存在 して い た の か とい う問題 よ りも 「母親た
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ち自身の ため の 文庫活動」 と い う視点 を子 ども文

庫研究 に意識的 に持ち込 む こ とに ある。そ うする

こ と に よ っ て 文庫 に携わ っ て い た母親は 「子供 と

図書 を結び つ ける媒介者」 とい う単調なモ デ ル で

は な く，文庫を自ら生 きる 主体的存在として 浮か

び上 が っ て くる の であ る 。 文庫が公共図書館設置

運動を経て 図書館 に編制 され て しまうこ とな く存

続 した理由の
一

つ を
， 運営者の 自己表現の 場 と し

て文庫 とい う観点か ら解明 しうる 可能性が充分 に

ある c

　 また 文庫 の 担 い 手が母 親＝女性で あ っ た こ と

は， コ ミ ュ ニ テ ィ の 読書にか か わ る ジ ュ ン ダ
ー

の

役割 とい う観点か らも考慮すべ き要素で ある。文

庫 は 日本固有の 文化運動 と して 発展 した もの の ，

文庫活動 を担 っ た 女性 の あ り方は ，ア メ リカ に お

い て 19世 紀後半に 図書館 運動 に 参加 した女性 と

強 い 類 似性 を持 つ
。

マ ロ
ー

ン は ア メ リカ 女性 が

191ti：紀後期 に無償労働 とい う形 で 図書館設立運

動 にか かわ っ て い た こ とを指摘 して い る
311

。 さ ら

に マ ロ
ー

ン は ，ア メ リカ女性 の 図書館設立 の 動機

に つ い て
， 読書 による教養の 引 き上 げ に かか わ る

「利 他的 な願 望 」を挙げ なが ら，同時に そ こ に は

「自分 た ちの ため と い う動機」が 表れ て い る と指

摘 して い る e 女性 は 自らの 知的欲 求を表現で きる

場 所 と し て 図書館 と い う空 間 を求 め た の で あ

る
3Lt

　
l

。ア メ リカで 図書館活動 に積極的 に 関 わ っ た

女性 ク ラ ブ が 「公的領域 へ の 女性の 参加を制限す

る境 界線 を内側か ら広げて い っ た」
黝

様子は，子

ど も文庫 の 母 親が 文庫活動 を通 し自ら の 領域 を少

しず つ 押 し広げて い っ た状況 と酷似 して い る。公

共図 書館サ ービ ス との 関 係だけ で 文庫 を とらえ よ

うとす る と，母親た ちの 表現媒体 として の 側面は

薄れ て し まう。 読書 に か か わ る 女 性固右の 目常実

践 と い う観点か らみ て い く必要が ある 。

5．お わ りに

　前節 で提示 した 3 つ の 論点は
，

い ずれ も初期子

ども文庫運動 の 基点 にかかわる もの で あ り，こ れ

まで もそ れぞ れ の 論 点に対 し賛否両論 を含む多数

の 言説が生 成 され て い る 。 そ して それ らが繰 り返

して 現れ る こ とに よ り，子 ど も文庫活動 を規定す

る枠組 とな っ た 。 し か し 3 つ の 論点 にかか わる多

数の 言 説は必 ず しも検証を経た もの では ない
。

　 多 くの 文庫は 図書館設立 の 後もコ ミ ュ ニ テ ィ の

読書拠点と して 存続する こ とを選択 した 。 なぜ公

共図書館がある に もかかわ らず文庫 とい う場所を

確保 しようとし続ける の か，こ の 理由を解明 して

い くた め に は
， 文庫が い か なる場所で あ っ た の か

を文庫活動の 出発点に た ち返 り分析する必要 があ

る 。 子 ども文庫の存立基盤に かか わる こ れ ら 3 つ

の 論点 は そ の た め の 手が か りとなる の もの で あ

る Q

　 H 本の 読書空間の厚み と広が りを検証するため

に は
， 公共図書館をあ くま で

一
部に含む コ ミ ュ ニ

テ ィ の 文化施設や メ デ ィ ア の 布置 を検討 し，
コ ミ

ュ ニ テ ィの 読書空 間を総合的に とらえる理論基盤

を構築する必 要があ る 。 読書に かかわ る個々 の制

度の なか で も子 ども文庫は そ の 独 自の 歩み と活動

の 展開 を再 検証す べ き重要な位置づ けにある 。

　 文庫の 特質を図書館サ
ー

ビス か ら説明 し解釈す

る の で は な く，逆に文庫活動か ら公共図書館サ
ー

ビ ス を照射 し公共図書館サ ービ ス を問 い 直す，そ

うい っ た可 能性 を持つ 場 と して子 ども文庫は もう
一

度 とらえなお され るべ きだ ろ う。 外部か ら公共

図書館に 対 して投 げか け られ た問 い に 答えて い く

こ とは ，公共図書館の 存在 を再考する契機 ともな

る からで ある。

　今 回は子 ど も文庫研 究 に必要 な論点を抽出 し，

研究 を進め る うえで 新 しい 視点 と方法を持ち込む

こ とを提起 した。今後こ の 新 しい 枠組み を用 い て

文庫に かかわ っ た 母親，文庫の利用者の 特徴を分

析 し
，

コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る 子 ど も文庫の 位置づ

けを明 らか に して い きた い
。
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本 図書館協会，1984，p．37．
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12〕

13〕

吉田　 1960年代から 1970年代の 子 ども文庫運動 の 再検討　 1θ9

全国子 ども文庫調 査実行委員会編 『∫
・
ど も の 豊

かさを求 め て ：全国子 ども文庫調査報 告書』日

本図書館協会，1984，p．6．

全岡子 ど も文庫調 査実行委員会編 『子 どもの 豊

か さ を求 め て 3 ：全国子 ど も文 庫調査報告書』

日本図書館協 会，1995，p．　9．

高橋樹
・
郎 「了

．
ども文庫 の 現 状」『H 本経済新聞』

［：2004年 1 月 16 目夕刊）

  全 国 子 ど も文庫 調 査実行委員会編 丁子 ど もの

豊 か さを求 め て ：全国 ∫
・ど も文庫調査報告書』

日本図 書館協会，1984，59p．

  全 国子 ど も文庫調査実彳】委員会編 『r・ど もの

豊か さ を求 め て 2 ；全国子 ども文庫連絡会等調

査 報告書』 凵本図書館協会，ユ989，40p ．

  全国 アども文庫調査実行委員会編 「子どもの

豊か さを 求め て 3 ：全国子 ど も文庫調査報 吉書』

日本図 書館協会，1995，ll8p．

「F ど もBUNKO プ ロ ジ ェ ク ト」 を担当する高

橋樹
一

郎氏 か ら の 聞 き取 りに よ る。〔2003年3 月

19 田

以
．
ドの

．
文献 に こ れ まで の 調査状況 が まとめ ら れ

て い る。

  小木曽眞 「名占屋市内の こ ども文庫 ： 1990 年

度調査 か ら」 『図書館 界』 vol ．44，　 n 〔〉．3，1992，

p，120−129．

  小木曽眞 「名古屋 rl∫内 の ∫
・ど も文庫」「中部図

書食官学会 孟志』　s・ol．38，　1997，　p．21−36．

  小 木曽眞 i
．
『名古屋文庫 の つ ど い 』 の 30 年」

『）1「祁図 書館学会誌』vol ．42，2001，　 p．37−50．

子 ど も文庫 と公共図書館設置運動 に 関す る 文献

リ ス トと して 次 の 2点が 有用 で あ る／）

  西田博志 「文庫活動．1『図書館界』vol ，36，　 no ．

5，Jan．1985，　p．379−385．
  小木曽眞 「子 ど も文庫 と図書館」 「図書館界」

N
・
ol．45．　no ．1，　Nlaア1993，　P．189−195．

また 次 の 博十 論文 は 子 ど も文庫 を め ぐる多様 な

側面を包括的 に 扱 っ て い る。Hotta，　Ann 　Miyc｝k⊂），

c；hild・，’en，　B ・礁 ttnd 　Child’ren ：〜 B 脚 ‘たθ ’ A ∫畷 y 吻  

A γ’VTJertd　in　the．ノaPa
・
nese 　Con．text・（PhD ・University

〔〕fCalif
’
（♪rnia 　 at　 Berkeley ） Ann 　 Arbor ： UMI

旦〕issertati（，n 　Servi（・es ，1995．　vii，293　p．

全国 f・ど も文庫調査実彳」委員会 「調査 の 視点と

『子 ども文庫」とい う言葉．1『こ どもの 図書館』

voL 　32，　Ilo ．1，　1985，　p，2−5．
ウ ィ

ーガ ン ドは 図書館を白明σ）存在 と し，常 に

図 書館 を中心 に 研究対象を分析 して い こ う とす

る 姿勢が ，図嵜館研 究 の 視 野 を 阻 め て きた こ と

を 指 摘 し て い る 。 Wiegand 、　 A，　 Wayne ．
”Broadening 　our 　perspectis，es ，

”
1・ib’rat

）
／（2uarter4v，

vol ．73，110．1，Jan，2003，p．、
一x ．

石井桃 r− 『r一ど もの 図書館』岩波書店，1965，

P．7−9．

前掲 6〕  ， p．32−33．

14）

15）

16）

17｝

18）

19）

20）

21）

22）

中川徳 ∫
・
「ま だ 文庫 は や め ら れ へ ん 」『み ん な の

図書館』no ．20，1979，　 p．30．

前掲 6＞（工），p．37．
こ う し た構 図 は社 会的実践 に か か わ る 文化政治

学的視 座 を投 人 す る こ と に よ っ て ，い っ そ う明

確 に 規定す る こ とが で きる。吉見俊哉 「カ ル チ

ュ ラ ル ・
ス タ デ ィ

ーズ』岩波書．店，2000 ，p．
レ 32．吉見俊哉 「カ ル チ ュ ラ ル ・タ

ー
ン ，文化

の 政治学へ 』 入 丈書院，2003，p，42S9 ．

既存 の 読書運動 と子 ど も文庫活動 の 関係性 に つ

い て は，次 の よ うに あ い ま い に 表現 され て い る 。

「親 r．読書 を自 ら体験 した母親たちの うち，　
．
部

の 人 た ちは，よ り多 くの こ ど もに 読書 の よ ろ こ

び を 与え た い とい うこ と で ，家庭文庫あ る い は

地域文庫をつ くりは じめ る 。 もちろ ん文庫を は

じ め た 人の すべ て が，親子読書運動 の 洗礼 を受

け て い る とは か ぎ ら な い
。

……文 庫 を は じめ た

人たちの 相当数が，こ の 経験 をもっ て い る の で

は な い か と想像 され る 」森耕
．一

「図書館 運動 に

おけ る 市民参加へ の 道租 1r図書館界』 vol ．28，
n ⊂レ，213，Sept．1976，　p．103．

森 は 上 記 の 論 文で 読書運動 と文庫運動 の 相違 に

つ い て 同 時に 指摘 して い る 。 「こ の 地域文庫運動

を，さきの 読書普及運動 と対比 して み る と，い

ろ い ろ の 点 で 相違 して い る。……図 書館 が イ ニ

シ ア チ ブ を と っ た もの で は な い 。運動 の 主体 は

親 （お もに 母 親｝ で あ る，、……こ ど もの 読書 の

こ と を 活動 の 中心 に すえて い る 。……
こ の 運動

は，都市型 の 運動で あ る」1・」L，p，103−104．
金 子 れ い 子 「子 ど も文庫考 ：す くす く親 子 虻庫

を と お し て」『青少年 問 題』vel ．30，　n 〔｝．9，　Muy
1983．p．13，

名占屋 市で も 1971年 の 段階 で 文庫活動 の き っ か

け と し て 例外な く 『子 ど もの 図書館』が 挙げ ら

れ て い た こ とを指摘 して い る。小木曽眞 「子 ど

も文庫 と 図書館」『図害館界』 vol ．45，　no ．　L　May

19．　93，p．189．また辰巳は同書が購買者層 の 厚い 岩

波新書 と して 出版 され た こ とが 大 きな影響力 を

持 っ た と指摘 し て い る。辰 巳 義幸 「児童 に 対す

る 図書館サ ー一ビス 」『図書館界』 vo ］．28，　no ，2／3、
1976，p．79一80．

石井 は 同書の 「子 ど もの 図書館」 と い う章で ，

公共図書館 と児童図書 サ
ービ ス の 必要性 を強 く

主 張 した 。 石井桃 ∫
・
『f’ど も の 図書館』岩波書

店，　1965，　p．183＿218．

小木曽 は 『子 ど もの 図書館』 の 文 ∫屯活動へ の 影

響力 を 高 く評 価 し た 1．で，そ の 時代 的 制約 と し

て 2 つ の 論点を挙 げ て い る 。 まず ユつ に文庫は良

書
．
に よ っ て 子 ど もを ひ きつ け る σ）で あ っ て ，行

事は お は な し を除 い て 必要 ない とい うもの で あ

る c 小 木曽は 1
．
子 ど もの 生活が 変 わ り，地 域 で

の 子育 て を 考 え ね ば な ら な くな っ た 時点 で か え

っ て 必 要 と な っ て き た 」 と 指摘 す る 。 も う 1 つ
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〃 θ　日本図書館情報学会誌　V｛｝L50，　No．3，　Sep．2004

　 　　の 論点 は 文庫活動 は 行政 主体で あ る べ きだ とい

　　　う点で あ り，こ れ に 対 して は 「公立 図書館作 り

　　　運動へ の 子ども文庫活動関係者の 参加を示唆 し，

　 　　全国的な運動 が 高 ま っ た が ，あ る 程度公 立 図書

　　　館 が 普及 した時点 で ， r一ども文庫が どうすべ き

　 　　か 考 え る 課 題 を残 した 」 と指摘 して い る 。 しか

　　　しそれで もなお 『子 ど もの 図書館』が，「子
・ど も

　　　文庫活動を考え る 上 で の 原 点 に な っ た と 言 え る

　 　　だ ろ う」 と同書 の 影響力 の 強 さに つ い て 述 べ て

　　　い る 。 前掲 20），p．191−192．

23）　 「r一ど もの 図書館』へ の 批評 の 焦点 は，「司書 の

　　　か な りの 部分 を 占め る 児童図書 リス トの 内容 で

　　　はな く，補足 的 に 論 じら れた図書館 に かかわ る

　　　部分 に集中 し て い た 。

24）　 石井は 1954年から 1955年 まで ロ ッ ク フ ェ ラ
ー
財

　　　団奨 学金 で 渡米 し，全米各地 の 公 共 図書館 と 児

　 　　童図書出版社 を訪問 L た 。 また 1955年 の 1月か

　　　ら 4 月まで は ピ ッ ツ バ ーグの カーネギ ー・ラ イ

　 　　ブ ラ リ
ー・ス ク

ー
ル の 聴講生 と して 児童文学 の

　　　集中講義 を受け て い る 。 石井桃 ∫
・
「石井桃 f・集

　　　6 ：児童文学 の 旅』岩波書店，1999，v，317p．
25）　 石 井自身は文庫を 開い た 最 大 の 動機を 「子 ど も

　　　と 本を
一・

つ と こ ろ に お い て ，そ こ に お こ る じっ

　　　さ い の 結果 を見て み た い ，と思 っ た」か ら で あ

　　　る と述 べ て い る 。前掲 21＞，p．4．

26）　 「店開 きは した もの の ，当時は何をどうして よ

　 　　い か 知恵 もな く，相談す る 人 もな く
・・…・

右井桃

　　　子 氏 の 本 『子 どもの 図 書館』だけ が 唯
一・

の 頼 り

　 　　だ っ た 」 とい う発言 か ら も明 らか で あ る 。 栗由

　 　　規子 「家庭 の 片す み か ら 広が っ た 文庫 運 動 ：大

　　　沢家庭文庫 の あ ゆ み 」「月刊 社会教育』 v 〔）1．18，

　　　no ．9，1974，　p．21，また 次 の 発言は，『子 どもの 図

　 　 書館』 に 描 か れ た か つ ら 文庫 が 図書館 と ま っ た

　　　く異な る 印象をう．えて い る こ とを鮮明 に 表現 し

　　　て い る 。 「……
私 を迎 え て くれ た の が ，ほ か で も

　　　な い 右 井桃子 さ ん の 「子どもの 図書館』〔岩波）

　 　　で した 。 図書館 に 冷 た い 固 くる しい イ メ
ー一ジ し

27）

28）

29）

30）

31）

32）

33）

か なか っ た私 に，
“
かつ ら文庫

”
の 姿 は何 だ か夢

の よ うで した が ，あ の 楽しい 絵本 た ちを子
・
ども

に ひ きあ わせ る ，文庫 の 仕事は ，こ れ まで 探 L

求 め て い た よ う な，な ん と して もや っ て み た い

魅力的なもの で した 。」永尾照美 「こ ば とは子 ど

も の お 城 で す 」『季刊 子 ど もの 本棚』 no ．27．

1979，p．160、

広瀬恒 子 「文庫活動 の 正0年」「月刊 社会教育』

voL 　23，　no ．13，1979，　p．　59．　．な ど

京都子 ど もの 本連絡会 「ひ ろ が る京都の 了
．
ども

文庫 と母親の 学習 ： 『子 ど もの 本の 学校』」『月

刊社会教育』 vol ．19，　llo．　ll，ユ975，　p．36−37，小 河

内芳子 『児童図書館 と 私 ： どくしょ の よ ろ こ び

を 下 』 日外ア ソ シエ ー
ツ ，1981，p．20，広瀬

．
置

子 「こ ど も文庫活動 と戦後 50年」『図書館雑誌』

vol ．89，　no ．8，1995，　P．602−603．

市原 IE恵 「家庭文庫 を八 年 ：了
．ど もた ちの 変化」

『思想の 科学』No ．ユ03，1979、4，　p．32．樋口 て い 子
・

「ど こ まで 自分た ちで や る の か ？ ：文庫活動を通

して 地域 を考え る主 婦」『月刊 福祉 』 vol ．60，　no ．

3，1977．p，19，

吉村恵 「地域活動 と専業主婦 の 発達 ：寝屋 川 市，

親 子劇場お よ び 子 ど も文庫 リーダー
層 の 事例研

究 をもと に」『立命館産業社会論集亅42号，工984，

P．81−119．
Malone ，　Che ］

・
yl　Knott 『ア メ リカ図 書館史に 女性

を書 きこ む』 ［R6磁 翻 η g 伽 ん ア置θ洫 侃 Libr（tt
）
／
　Pa ．st

潮 痂 ，zg 伽 ”
’
onvan ’ft］田 凵瑛子 訳，京都大学 図

書館情報学研究会，2002，p．318．
同 上，p．318．マ ロ ーン は図 書館活動 へ の 参加動

機 に つ い て 「よ り広い 世界 に 貢献 し て い な い と

い う罪悪感 で，家庭 に と どまっ て い る 母 親．と

くに 大学出 で ，何 か 結婚 と子育 て 以」
』
の た め の

訓練 を受け た考 た ち に は，無給の仕事に駆 り立

て られ る 者もい た の で あ る 」 と述べ て い る 。 同

L，　p．328．

同上，p，321．
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A  Re-examination of  the Bunko  Movement  of  the 1960s and  1970s

                Yuko  YOSHIDA

(;ixmdzt･ate School of Libna'rll, information and  Media  St･udies

               Iini'vers･ity of Tsukzaba

  The  paper tried to analyze  bunko  movement  of  the 1960s and  1970s. Bunko was  started  by mothers

whe  hoped  to improve their children's  reading  environment.  It developed a  mevement  for establish-

ment  of  public library in the eommunity  soon,  After that, bunko eontinued  their aetivities  as  a  unique

eultural  movement  in Japan. More  than 3,OOO bunko have been established  as  ehildren's  book  service

points in Japan. This paper surveys  the history of  bunko  during three periods. It is also  considered

relationship  between  bunko  and  public libraries. Although  a  large number  of  studies  have been done

on  this subject,  their primary foeus is on  the  range  of  library serviee.  This research  will  examine  how

the  community  reading  environment  is reflected  in the bunko researeh.  The results  of  this study

identified some  important points for the  future direction of  bunko researeh,  by extraeting  relevant

material  frorn previous studies. These points wer'e:  (1) Continuitylnon-eontinuity with the  existing

reading  movement;  (2) Influenee of  Kodomo-no-toshokan  (The Childi"en's Libra7"y) written  by

Momoko  Ishii on  bunko; (3) Aspeet ofmothers  who  run  bunko.


